
※陽電子断層撮影診療用放射性同位元素使用室

関西圏国家戦略特区の取組成果(京都関係)

京都大学医学部附属病院
H30.3.9認定

陽電子断層撮影装置(PET)の使用について、放射性物質であるPET薬剤の投与は
PET使用室でPET薬剤が投与された患者の可搬型PET装置による撮影がMRI室で
行うことが可能となる。
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京都からの提案で実現
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大規模な改修等を行うことなく患者に高度な医療の提供が可能。
最先端医療機器の開発や国内医療産業の振興に繋がる

現行制度

特例活用

PET装置の撮影が
PET使用室のみに制限

可搬型PET装置による撮影
をMRI室で行うことが可能

医療法の特例
（陽電子放射断層撮影装置使用柔軟化事業）


